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図－１図－１図－１図－１ 北東北 3県の高規格幹線道路網 
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
    東北縦貫自動車道八戸線の青森市と八戸市の間は基本計画のま

ま残されている．この区間を事業化するためには有料道路として

の採算性を確保することが必要である．本研究では，これまでの

経緯に基づいて費用便益分析 1)による経済効果と採算性の検討を

行い，その実現性についての見解を得ることができた． 
２．計画の概要２．計画の概要２．計画の概要２．計画の概要    

 本計画の立案にあたり，次の要件を考慮した． 
 ①道路区分：第 1 種第 1 級 ②縦断勾配：3%以下 2) ③低盛土

構造 ④地吹雪対策 ⑤地域分断の緩和 ⑥沿道地域（七戸町，

六ヶ所村等）の振興 
 比較路線には青森県上十三地域を計画対象とし（図－１図－１図－１図－１参照），

代表的な 4 本の比較ルート案を選出した（図－２図－２図－２図－２参照）．各ルート

の基本交通量のうち，B,C ルートは既存のみちのく・第二みちの
く有料道路の日交通量を平均して 4千台/日とした．これをベース
に A ルートは，上北地方の交通を考慮して 5 百台を加え，4.5 千
台/日とした．また，D ルートについては十和田市，十和田湖など
の影響を考慮して，国道 4 号，45 号からそれぞれ 10%を加えて，
5.2千台/日とした． 
 このように少ない交通量で採算性を確保することは困難である

ことから，事業費の縮減を図ることにした．具体的には段階施工

として，地吹雪に耐えられる程度の低盛土構造を基本とする．ま

た，交差道路はそれぞれの道路管理者の負担として農道や地先道

路に対しては，交差道路間の側道で処理することとした．そのよ

うにして算定した各計画路線の諸元を表－１表－１表－１表－１に，標準横断図を図－図－図－図－

３３３３に示す． 
３．３．３．３．低盛土による費用便益比（低盛土による費用便益比（低盛土による費用便益比（低盛土による費用便益比（B/CB/CB/CB/C））））    
費用は，事業費（工事費，用地費）と維持管理費（維持費，修

繕費，料金徴収費）として，将来の費用を現在の価値に割り引い

た．便益は，利用者便益（走行時間短縮・走行費用減少），交通事故減少便益，環境改善便益を対象とし，同じく

現在価値に割り引いた．ここでは，評価の対象期間を工事期間 5年，供用開始後 30年間と設定し，割引率を 4%，
6%のケースについて検討した．各ケースの費用便益比（B/C）の算定結果を表－２表－２表－２表－２に示す． 
 低盛土構造とした結果，基本ケース（年 3%の交通量増加）で割引率 4%の場合，各ルートとも B/Cは 5~6とい
う高い値となった．割引率 6%としても B/Cは 4~5となり，少ない交通量でも高い社会経済的な効果が得られる
ことが分かった．事業費が 30%増，50%増の場合でも B/Cは 2~3割減になる程度で高い投資効率を保っている．

 
図－１図－１図－１図－１ 北東北 3県の高規格幹線道路網 

 
図図図図－２－２－２－２ 比較路線図 

表－１表－１表－１表－１ 計画路線の諸元 

Aルート Bルート Cルート Dルート
28.5 29.7 29.4 34.8

69 7 7 16

0.01 0.02 0.05 0.04

2.98 2.99 2.96 2.5

1.05 1.11 1.25 1.34

26.95 29.54 29.28 34.66

0.76 2.57 2.39 2.58

1.55 0.16 0.12 0.14

0.23 0.30 0.40 0.23

工事費（億円） 159.2 147.1 173.1 171.1

用地費（億円） 108.9 103.9 89.0 154.4

計 268.1 251.0 262.1 325.5

通過家屋軒数（軒）

最小勾配（%）

橋梁部（km）

カルバート（km）

比　較　線

事業費

最大勾配（%）

平均勾配（%）

道　路　土工部（km）

側　道　土工部（km）

項　目

全　長（km）
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表－４表－４表－４表－４ 従来方式による費用便益比の算定結果 

Aルート Bルート Cルート Dルート

2.33 2.20 2.22 1.85

5%増/年 3.11 2.93 2.96 2.46

8%増/年 5.00 4.72 4.76 3.96

30%増 1.79 1.69 1.71 1.42

50%増 1.55 1.46 1.42 1.23

Aルート Bルート Cルート Dルート

1.73 1.63 1.65 1.37

5%増/年 2.25 2.12 2.14 1.78

8%増/年 3.47 3.27 3.30 2.74

30%増 1.33 1.26 1.27 1.06

50%増 1.16 1.09 1.06 0.91

費用便益比（割引率　4%）

基本ケース

交通量の増加

事業費の増加

費用便益比（割引率　6%）

基本ケース

交通量の増加

事業費の増加

交通量が 5%増，8%増の場合はさらに高い B/Cの値になる． 
 次に有料道路としての採算性の検討では，料金を（25L+100）円/
台を標準とし，管理費を（22L＋109×2）百万円/年とした（L：距離
km）．その結果，基本ケースでは最終年に債務が残るが，交通量の増
加率が 5%以上になるとほぼ解消する（表－３表－３表－３表－３参照）．詳しくは，Aル
ート 5.2%，Bルート 5.5%，Cルート 5.7%，Dルート 4.2%でバラン
スする． 
４．従来方式による費用便益比（４．従来方式による費用便益比（４．従来方式による費用便益比（４．従来方式による費用便益比（B/CB/CB/CB/C））））    

    自動車専用道路を従来どおりの高盛土（7~8m）で計画した
場合の B/C，採算性を表－４表－４表－４表－４，表－５表－５表－５表－５に示す． 
 高盛土の場合は各ルートとも割引率 4%の基本ケースでは，
B/C は 2 前後の値となり，事業費の増加があると B/C が 1.5
以下のケースもでてくる．割引率 6%とすると B/Cは 1.5前後
となり，事業採択も困難な値となる．事業費の増加があると

採択できない値となるが，交通量の増加率が 5%以上になれば
上記の懸案は解消する． 
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ 
 以上の事例計算から，低盛土の段階施工とすることで交通

量の少ない地方部の高規格道路でも高い投資効果が得られ，

有料道路としても採算性を確保できる可能性が出てくること

が分かった．特に Dルートにあっては基本交通量が幾分多め
であるために B/Cが最小でも，採算性の上では最も有利にな
っている．即ち，高規格道路に誘発・転換交通量を如何に多

くするかが極めて重要であることを示している．なお，この

研究対象の高規格道路では環状線の形成，フィーダー道路と

の連携，新幹線との相乗効果などにより従来の増加率を上回

る交通量を期待できる． 
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表－２表－２表－２表－２ 低盛土による費用便益比の算定結果 

Aルート Bルート Cルート Dルート

6.12 6.10 6.07 4.98

5%増/年 8.17 8.14 8.10 6.65

8%増/年 13.15 13.10 13.03 10.70

30%増 4.71 4.69 4.67 3.83

50%増 4.08 4.07 4.05 3.32

Aルート Bルート Cルート Dルート

4.94 4.96 4.83 3.99

5%増/年 6.41 6.43 6.26 5.18

8%増/年 9.88 9.92 9.65 7.99

30%増 3.80 3.82 3.71 3.07

50%増 3.29 3.31 3.22 2.66

費用便益比（割引率　4%）

基本ケース

交通量の増加

事業費の増加

費用便益比（割引率　6%）

基本ケース

交通量の増加

事業費の増加
 

表－３表－３表－３表－３ 低盛土による償還計画表 

 未償還額 収入 支出 収支差
Aルート 375.40 634.91 1010.31 -375.40
Bルート 413.95 585.20 999.15 -413.95
Cルート 406.69 579.99 1040.68 -406.69
Dルート 249.27 875.89 1125.16 -249.27
Aルート 25.20 886.65 911.85 -25.20
Bルート 91.18 817.23 908.41 -91.18
Cルート 140.78 809.96 950.74 -140.78
Dルート -233.85 1223.18 989.33 233.85
Aルート -810.57 1511.80 701.23 810.57
Bルート -679.17 1393.44 714.27 679.17
Cルート -622.70 1381.03 758.33 622.70
Dルート -1386.85 2085.61 698.76 1386.85

未償還額 収入 支出 収支差
Aルート 1050.73 634.91 1685.64 -1050.73
Bルート 1072.00 585.20 1657.20 -1072.00
Cルート 1157.83 579.99 1737.82 -1157.83
Dルート 991.59 875.89 1867.48 -991.59
Aルート 628.83 886.65 1515.48 -628.83
Bルート 683.13 817.23 1500.36 -683.13
Cルート 772.42 809.96 1582.38 -772.42
Dルート 409.56 1223.18 1632.74 -409.56
Aルート -356.10 1511.80 1155.70 356.10
Bルート -224.68 1393.44 1168.76 224.68
Cルート -127.31 1381.03 1253.72 127.31
Dルート -949.21 2085.61 1136.40 949.21

基本ケース

交通量5%
増加/年

交通量8%
増加/年

交通量5%
増加/年

交通量8%
増加/年

項　目 比較線
金利　6%

項　目 比較線
金利　4%

基本ケース

 
表－５表－５表－５表－５ 従来方式による償還計画表 

（単位：億円）

未償還額 収入 支出 収支差
Aルート 3444.32 634.91 4079.23 -3444.32
Bルート 3715.12 585.20 4300.32 -3715.12
Cルート 3677.68 579.99 4257.67 -3677.68
Dルート 4004.96 875.89 4880.85 -4004.96
Aルート 3094.13 886.64 3980.77 -3094.13
Bルート 3392.34 817.23 4209.57 -3392.34
Cルート 3357.77 809.96 4167.73 -3357.77
Dルート 3521.84 1223.18 4745.02 -3521.84
Aルート 2258.35 1511.80 3770.15 -2258.35
Bルート 2622.00 1393.44 4015.44 -2622.00
Cルート 2594.29 1381.03 3975.32 -2524.29
Dルート 2368.84 2085.61 4454.45 -2368.84

比較線
金利　4%

基本ケース

交通量5%
増加/年

項　目

交通量8%
増加/年
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